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緊
急
的
な
経
済
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
に
伴
う
経
済
対
策
と

し
て
、
市
で
は
給
付
金
な
ど
の
事
業
を
行

い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
国
の
「
特
別

定
額
給
付
金
」
を
は
じ
め
、
ひ
と
り
親
世

帯
を
対
象
に
し
た
給
付
金
事
業
や
、
市
独

自
の
施
策
と
し
て
、
子
育
て
世
代
の
へ
給

付
金
事
業
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
灯
油
等
の

助
成
を
行
う
な
ど
、
緊
急
的
な
対
応
を
進

め
ま
し
た
。

自
然
保
育
を
市
の
強
み
に

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、自
然
体
験
、生
活

体
験
が
不
足
し
が
ち
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
お
い
て
、
自
己
肯
定

感
や
主
体
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
共
感
力
、
忍
耐
力
や
自
立
心
、
体
力

な
ど
が
十
分
に
養
わ
れ
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
の
感
覚
が
豊
か
に
刺
激
さ
れ
る
「
体

験
」
が
重
要
と
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
社
会
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た

ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
大
切
な
機
会

と
し
て
、
安
曇
野
の
自
然
環
境
が
創
り
出

す
学
び
の
環
境
を
大
切
に
し
た
「
自
然
保

育
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
貧
困

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
は
、
私
た
ち
の
生
活

や
社
会
的
な
つ
な
が
り
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、少
子
高
齢・

人
口
減
少
に
よ
り
、
家
族
や
地
域
の
支
え

合
い
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
内
で
も
虐
待
や
社
会
的
孤
立
、
特
に

近
年
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
て

生
活
困
窮
な
ど
の
社
会
問
題
が
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
市
や
ま
い

さ
ぽ
安
曇
野
（
社
協
・
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
）
へ
寄
せ
ら
れ
た
令
和
２
年
度

の
生
活
困
窮
に
関
わ
る
相
談
件
数
は
増
加

し
て
い
ま
す
。

貧
困
問
題
は
、
当
事
者
の
力
だ
け
で
は

解
決
の
糸
口
に
結
び
付
か
な
い
ケ
ー
ス
が

多
く
あ
り
ま
す
。
福
祉
課
で
は
、
支
援
が

必
要
な
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
、
ま
い
さ
ぽ
安
曇
野
や
民
生
委
員
と
連

携
を
図
り
、
問
題
解
決
に
向
け
た
お
手
伝

安
曇
野
市
は
、
市
立
・
私
立
を
合
わ

せ
る
と
、「
信
州
型
自
然
保
育
認
定
制
度

（
通
称
・
信
州
や
ま
ほ
い
く
）」
に
認
定
さ

れ
た
保
育
施
設
が
多
い
自
治
体
の
一
つ
で

す
。
市
立
の
認
定
こ
ど
も
園
は
、
全
園

が
「
信
州
や
ま
ほ
い
く
」
認
定
園
で
、
子

ど
も
た
ち
は
毎
日
１
時
間
程
度
、
外
遊
び

や
自
然
観
察
な
ど
の
体
験
を
重
ね
て
い
ま

す
。
ま
た
２
つ
の
私
立
保
育
施
設
で
は
、

さ
ら
に
長
時
間
の
屋
外
活
動
を
行
い
、
県

の
「
特
化
型
」
と
し
て
、
重
点
的
な
自
然

保
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
は
、
先
駆
的
に
自
然
保

育
を
取
り
入
れ
て
き
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

響
育
の
山
里
く
じ
ら
雲
」
に
よ
る
明
科
北

い
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
は
今
後
、

市
が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
の

ひ
と
つ
で
す
。

親
世
代
の
貧
困
問
題
が
解
決
さ
れ
な

い
ま
ま
で
い
る
と
、
問
題
が
派
生
し
て

生
計
を
共
に
す
る
子
ど
も
世
代
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困
は

教
育
格
差
を
生
み
、
将
来
の
所
得
格
差

に
つ
な
が
る
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
「
負
の
連
鎖
」
を
防
ぐ

た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
に
向
け
て
学
習
支
援
や
居
場
所
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
の
福
祉
医
療
給

付
の
対
象
は
中
学
校
卒
業
時
ま
で
で
し

た
が
、
本
年
４
月
か
ら
、
18
歳
に
達
す

る
年
の
年
度
末
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

（
５
頁
参
照
）

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
業
務
の
委
託
が

本
格
的
に
始
ま
る
な
ど
、
新
た
な
取
り

組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
市
で
は
、
安
曇
野
の
自
然
や
地

域
資
源
を
活
か
し
た
保
育
を
「
あ
づ
み

の
自
然
保
育
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

地
域
の
強
み
と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
業
務
に
は
２
名
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
が
携
わ
り
、
安
曇
野
の

魅
力
や
こ
ど
も
園
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
し
、
移
住
希
望
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も

活
用
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
中
心
に″
縁
〟
を
結
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
体
験
は
、「
自
然
体

験
」
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
の
交
流
を

通
じ
て
暮
ら
す
力
を
育
む「
生
活
体
験
」

も
重
要
と
言
わ
れ
ま
す
。
保
育
を
通
じ

て
新
た
な
縁
を
結
び
、
大
人
も
子
ど
も

も
「
ふ
る
さ
と
安
曇
野
」
の
愛
を
育
む

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

感
染
症
対
策
に
よ
り
、
交
流
も
限
定
的

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
、

地
域
と
の
交
流
を
重
ね
て
い
く
予
定
で

す
。

～
福
祉
部
編
～

全
世
代
の 

幸
せ
の
た
め
に

市
の
政
策
を
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。

第
９
回
は
福
祉
部
。
市
民
全
体
の
福
祉
施
策
を
担
う

福
祉
部
の
注
目
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

社
会
で
支
え
る
生
活
支
援

コ
ロ
ナ
禍
と
福
祉
施
策

注目１

自
然
保
育
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る

あ
づ
み
の
自
然
保
育

注目 2

福祉サービスの提供、 障がい者 ・子育て支援など

福祉部は、長寿社会課、福祉課、子ども支援課の 3 課

で構成されます。市民の皆さんが豊かな生活を送れるよう

に、福祉サービスの提供や支援を行っています。例えば、

入浴料金割引券交付、障害者手帳の交付や生活保護

制度の手続き、保育事業や子育てに関する各種相談な

どを担当しています。組織改編により本年４月から、

福祉部は福祉課、高齢者介護課、障がい者支援課の

３課となり、子ども支援課は教育部へと移行します。

地域共生社会の実現に向けて

福祉部では、「すべての市民が安心して安全に、いきいき

と暮らせるまち」の実現を目指して、主に育児・保育、介護、

障がい、生活困窮などの課題に対する相談や支援等の業務

を担っています。役割を持って互いに支え合いながら活躍

できる「地域共生社会」の実現には、市民、事業者、行政、

それぞれが主体となった取り組みが欠かせません。一人一

人が大切にされ、誰もが安心に暮らせる地域を共に目指し

ましょう。福祉部長 矢口 泰

福祉 83 プラン （第 3 期安曇野市地
域福祉計画・地域福祉活動計画）　世
代や様々な制度の枠を超えて地域でつ
ながり、住民一人一人と共に課題解決
を図っていく社会を目指しています。

一口メモ

部長ミニインタビュー 福祉部の仕事

福
祉
医
療
費
　

18
歳
ま
で
拡
大

本物に触れることで、好奇心や意欲につながります

SNS で「あづみの自然保育」の
魅力を発信中！
認定こども園の様子や自然保育への取
り組み、安曇野の自然環境の良い場所
などの情報を発信しています。今後は
YouTube チャンネルも開設予定です

計画的に市立の園舎を整備
市内には 18 園の認定こども園と 1 園の
幼稚園（いずれも市立）があります。古
い園舎から順番に建て替えや整備を行っ
ています。現在は三郷西部認定こども園
を建て替え中です。今後は三郷東部認定
こども園の建て替えを行う予定です

福祉部・支所窓口に設置している「日本赤十字社義援金募金箱」。
ウクライナ人道危機のほか、災害支援に関わる募金です。
皆さまのご協力をお願いします。


